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1． はじめに  

CAD（Compu七erAidedDesi郡1〕システムはコン  

ピュータおよび関連する情報機器の有効、かつ適  

切な利用を基本とし、ニーズを満たす機能や性能  

をもつ製品を合理的に設定された評価の基準に基  

」ゴいて設計するシステムである。   

CADシステムを用いた設計作業をインターネ  

ット上でウェブ型データペースサーバを構築し、利  

用する事によって、人とシステム、企業を有機的  

につなぐ新しい設計方案を考える。   

インターネットはもはや製造業にとってなくて  

はならないインフラとなっている。インターネッ  

トを活用することで裏地で書ることも，日々拡大  

している。   

設計作業をインターネットで利用するために  

は、何事よりも距離、システム、インターネット  

技術が星雲である。  

Fig，1CIMの構造  
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Fig．2 統合解析システム   

2． CADシステム  

CADシステムを用いたデザインエンジニアリ  

ングは設計作薫から拡散したCAD／CAM／CA耳シ  

ステムを有効に括用することである。要求書れる  

構能をもつ構造体を幾何学的に表現するCADから  

構造体の物理的な実現可骨引性を解析し、検討する  

CAEシステムの導入、さらに、物をつくるための  

統合化生産システム設計であるCmヰへ至っている凸   

控械設計の場合、その設計が適切なものであ  

るかどうかを各種鮭析■シミュレーションを行っ  

て判断する必要がある。鮨析には有限要素億を使  

い構造体を多数の要素に分割する方法がある。本  

研究では、設計形状とともに解析結果を併せてビ  

ジュアル的に表示し、設計作業で的確な判断がで  

きるようにする。  

Fig．3 WEB型データベースサーバ   

3．1 基本的な機能   

データベースサーバは高速なCPUを搭載する  

コンピュータに大容量のハードディスクを接続し  

、これにUNlXやWindowsServerなどのネットワ  

ークOSとデータベースサーバ専用のアブt」ケー  

ションソフトをインストールして構築するのが一  

般的である。   

デ∬夕べ－スサーバがクライアントからの指  

示に従い、情報を検索したり事込みやその情報の  

管理を行うためのサーバである．  

3．2 接続形態   

mサーバとデータベースサーバの連携に  

よってインターネット上での情報の酒用が可能にな  

る。連続形態は一般的に、CGI〔CommonGaもewaF  

I鵬町蝕：e）を用いるもので、このインターフェース  

に基づいたインターフェースプログラムを作成し  

てデータベースとやり攻りを行う方法である。  

●CGIによる接続  

CGIの標準規約に基づいてインターフェイ  

スプログラムを作成、規約に準じて接続  

■毒虫白のAPIによる接続  

CGlを介苫ずAPIにより直捧データベース  

にアクセス  

● コンポーネントソフトによる接続  

J訓a，ActiveXを必要に応じて組み入れるこ  

てで直接データペースにアクセスする  

3．WEB型データベースサーバ  

データペースを構築する最大の要因は情報の  

共有である℡ スタンドアロンで稼動しているそ㌻し  

ぞれのコンピュータで所有している情報を、コン  

ピュータ同±を接続することでネットワーク上の  

すべてのユuザーでの情報の共有を可能にする目  

的である。  

ネットワーク上で管理する情報が膨大になる  

ことに従って、その情報を一括に管理するデータ  

ベースサーバを構築することにより、多くのクラ  

イアントがインターネットサイトから情報にアク  

セスして活用することがで書るⅥ7EB型データペ  

∬スサーバはクライアントに情報を高速でサービ  

スを提供する必要性がある。  
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4．インターネットサーバ  

インターネットに接続するとともに、インター  

ネットサーバを構築すると．実際にインターネッ  

トに向けて情報を発信したり、自分で作成した膨  

大な情報をインターネットに接続する人々と共有  

できるサービスが可能になる。   

インターネットに接続する時に立ち上がって  

いる必要があるサー／Ⅵま数多くあって、最低限構  

築が必要なサーバは1町WWサーバ、Mailサーバ、  

□NSサーバなどがある。  

●m〔WoTldWideWeb）サーバ  

インターネットヘ向けてのハイパーテキス  

トの流通と共有  

■ Mailサーバ  

電子メールのやり取り（SMTP，POP含む）   

・DNS（Dom如nNarmeSys七em〕サーバ  

IPアドレスとドメイン名の変換  

■Newsサーバ  

ネットニュースの購読と投稿   

・FTP（FileT上皿6無rProtocol）サーバ  

プログラムやデータ、テキストなどのファイ  

ルを配布  

・Gopllerサーバ  

ドキュメントファイルなどの配布  

・RAS（RemDteAcce66Service）サーバ  

サーバヘのリモートアクセスの実現  

・WAIS（WideAreahformationServer）  

ドキュメント配布などのキーワード高速検索  

Fig．4 0SI参照モデルの7階層プロトコル   

5．10SI参照モデル  

ITU嘩際電気通信連合）やISO（国際標準化機  

培〕といった機関が中心となり、異なるコンピュー  

タ間でも接続や通信を可能とするネットワーク構  

築に必要な全体構成や各々のプロトコルなどの標  

準化が進められできたのが、OSI〔Op甜Sys七e－nS  

Intercon出Ction）参照モデルである。  

5．2 TCP／IP   

OSI参照モデルに準拠しているインターネット  

における通信プロトコルの絶称で、TCP（T柑爪Smission  

controIProtoco］）とIP（InternetProtoeol）という代  

表的なプロトコルを合わせたものである。  

吼 Ⅵ間Ⅴサーバの仕組み  

Ⅵ叩∩Ⅴはインタ皿ネットに掛ナる情報サービス  

の一つで、HTML（HypertextMarkuplmguage〕と  

いう言帯で記述された情報を、HTTP（HyperT如止  

¶an曲rProtoe叫プロトコルによってやり取りす  

るものである。   

ⅥⅦ町サーバはクライアントに対してHTML  

などの情報を提供することを目閃とする。また、  

クライアント側ではWWWサーバから送信された  

HTMLをⅥ叩JWブラウザソフトが解析して画面上  

に表示するなどの処理を行うことになる．  

5．プロトコルの標準化  

コンピュータ間で通信を行う場合、多くのプロ  

トコルを取り決めしておく必要がある。コンピュ  

ータで稼動するアプリケーション同±が通信を行  

う場合，アプリケーション同士の通信のプロトコ  

ルを取り決める必要があるし、情報を送信する場  

合、効率よく転送できるように情報を交換するた  

めのプロトコルを取り決め耳おく必要がある。  
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6．1 HTM1  

日TML〔Hyperte幻Markuplang11age）は、Ⅵn椚Ⅳ  

サ皿パがクライアントのブラウザに対して発進す  

る情報記述するための言語である。他のページと  

関連付けて直接そのページへジャンプするHTML  

形式をハイパーメディアドキュメント形式と陣ぷ。  

6．2 CGI  

HTMLはⅥWサーバとクライアントの問に  

相互的なコミュニケーションを築くことができな  

いため、CGI（CommonG乱teW町Inte血ce）を用い  

、Ⅵ耶サーバ側で対応するプログラムを起動し  

、このプログラムで得た結果をクライアント側に  

速達するというインターフェースが必要になる。  

Fig．6 メールサーバの仕組み  

丁プリケーション  
プレセンチーション プレゼンテーション 某市フラットフ才一ム  データソース   

ウライアント  

Fig，7 W舐アプリケーションサーバシステ  

ムの基本構成   

乱二Dn憎サーバの構成  

ドメイン名をPアドレスに変換するのがDⅣS  

サーバである。インタ←ネットに接続されるコン  

ビュ←夕には、それぞれ異なるIPアドレスが割り  

振られている。『アドレスは32ビットの数字で構  

成されているため、人間にとって覚え難しく、記  

憶しやすいドメインという形式での表現を取りい  

れることになる。   

ドメインはヒリオド（．）で区切りされた複数の  

階層によって構成され管理されている．ドメイン  

名の最後にある弟1持割引ま一晩的にgTLD，C亡TLD  

で表わし、SLDとドメイン名、ホスト各で構成き  

れる．  

7．メールサーバの構造  

メールサーバは、クライアントからの要求にも  

とづ巾て電子メールを送信し、届いた電子メールを  

保管してクライアントからの照会があったときに  

引き渡すといった構造である。インターネットにお  

けるメ←ルサーバは、凱4TP（SinpleMailT帽皿顔料  

Proto亡01）とPOP（PostO然cePrqtocol）によって成  

り立っている。SMTPとは、インターネット上で  

TCPノ呼をペースとするメール送信に使われるプ  

ロトコルである。これに対してPOPはとは、メー  

ルサーバに届いた電子メールをクライアント間と  

やり取りするためのプロトコルで、これらの働きを  

するサーバがSMTPサーバ、POPサーバである。  
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▲Sl■利用モデル  

サーバサイドJ】Ⅶ鞘用モデル   

Fig．8 Webアプリケーションサーバ   

9． おわりに  

本研究は、CADシステムを用いた設計作業を  

インターネット上でウェブ型デⅧ夕べ－スサーバ  

を構築し、利用する亭によって、人とシステム、企  

業を有機的につなぐ新しい設計方案を提示する。  

また、Web型データペースサーバを構築する  

ための様々なネットワーク設計の仕方を表わす。   

必要なデータはブラウザで検索できる情報共  

有システムを構築することにより、生産性が同上  

するCADシステムの構築が可能になる。  

参考文献  

1）小泉像LANa皿dインターネットサ∪／も・日本実  

業出版社  

2）須加力＝Webアプリケーションサーバ、日経BP社  

3）阿部一葺＝Webデータベース、アプライドナレッジ  

4）大久保重範＝ Tlle ModelR）1lowing ControISys－  

tem Eorthe GerLera．1Nonlinear System、Preprint  

oFSICE’94、527／52郎柑94）  

5）岩田一晩財団法人 大阪科学技術センターCIM  

研究会 編集、前川佳徳、田中正夫、大場史憲、乾  

倶之．北嶋弘一、櫻井恵三，コンビュwタ設計・製  

図1，2，3、共立出版株式会社〔19粥）  

6）恵坂衛、佐田聖志泉統合化CAD／CAMシステム   

、株式会社 オーム社  

7）藤代一成、海老原熊姓＝M乱ru冨eⅥAdv且亡edTbdl 

nolo訂CAD／CAM、丸善株式会社  

引竹内芳美＝設計一間棄・仕様設定・生産設計・実験  

研究のためのCAD／CA］iを中心としたデザインエ  

ンジニアリング鹿覧、フジ・テクノシステム  

一5－   


